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会派自民

令和4年 第1回臨時会　1月28日

補正額21億4,550万円を全会一致で可決

議案第１号 令和3年度小松市一般会計補正予算（第6号）

　  新型コロナウイルス感染症経済対策　5億2,500万円

売上が減少した事業者に対しては、国事業と連動し「小松市事業復活強化支

援金」として国の事業復活支援金の受給者に対して事業支援を行います。

「泊まろう！こまつ宿泊応援割」は国の「Ｇｏ Ｔｏ トラベル」事業再開に併せ市内

の宿泊に対し、独自の宿泊割を実施します。 

　  感染症自宅療養者支援  130万円

保健所から自宅療養の指示を受けた感染者とその同居者の生活支援を行う

ため、県と連携し生活に必要な食料品や日用品等の買い物代行サービス体

制をつくり、市が配送に係る手数料を負担する。　　　　　　　など

東　浩一 議員

農業者稲作支援費について

支援費（７,０００万円）の内容と目的について。

米価の大幅下落のため、ＪＡ小松市と連携し農業
者に対し、来期の作付に必要な苗の代金の一部

を支援する事業。支援額は10a当たり２,２５０円で、ＪＡ小
松市と合わせると3,6００円の支援になる。

米価対策の継続支援について。

今回は、あくまでもこのコロナ禍への対策で御理
解いただきたい。

米以外で、支援費の対象農産物の拡充について。

米以外の作物については、新しい農作物へのチャ
レンジや販路拡大などを後押しする支援事業を行

っているほか、様々な支援を行っている。
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自民党こまつ

吉村　範明 議員

杉林　憲治 議員

岡山　晃宏 議員

農業者稲作支援費
（７，０００万円）

幸八幡線の全面供用に向けて

感染症自宅療養者支援費
について

コロナ禍を含めた現状は。

米の需要が減少し米価が下落。生産コストも増大
し農業を取り巻く環境は厳しい。

支援内容と対象者について。

ＪＡと連携し、農業者に対して来期の作付に必要
な苗の代金の一部を支援する。市に住所を有し、

市内で水稲を作付している方が対象である。

金額の詳細は。

作付面積10ａ当たり2,250円。ＪＡと合わせ3,６００
円。

１対象者当たりの支援額の目安や平均などは。

ＪＡと合わせ１農業者当たり１５万円程度。１ha当
たり3万６千円。

期待される効果は。

小松の持続可能な強い農業の強い第一歩となる。

今後も米価下落が落ち着き、平常となるまで支

援すべきだ。

機械の更新等独自支援を検討している。農業者
の所得向上に努め、強い農業を実現していく。

都市計画道路幸八幡線は国道８号八幡イン

ターチェンジと大和末広線に連なる中心市

街地を結ぶ重要な道路である。国の補正予算を活

用して前倒しで工事を進めるとのことであるが、

難航していた用地買収の見通しは。

計画全延長３,５２０ｍのうち、日の出町から若
杉町までの延長２,５７０ｍが供用され、残り区

間は950ｍである。 用地の取得状況は、 令和２年
度までに若杉町の区間は用地取得を完了している。
八幡区間も約８割以上の地権者と契約しており、令
和３年度中に用地契約を完了させ、令和４年度末の
工事完成を目指して整備を進めている。

実施に至った経緯について。

自宅療養者の多様なニーズに応える支援体制とし
て生活支援を実施したいと考えている。

感染者や濃厚接触者には保健所からの支援もあ

るが、本市が支援する食料品や日用品はどのよ

うなものを想定しているか。

委託事業者には野菜等の食料品のほか、紙おむ
つ等の日用品を含めた100品目以上を対応してい

ただく予定である。

お店と配送業者の選定は。

自宅療養に必要な食料品等100品目以上のリスト
を作成することなどの要件を求めて適切に事業者

を選定していく。

対象者に対する周知について。

県の保健所を通じて自宅療養者となった方に対し、
リーフレットを渡すことで対象者への周知を図って

いく。

新型コロナ感染の症状についての不安だけでな

く、風評被害を恐れている方も多い。個人情報

は厳重に扱うべきだが、個人情報の取り扱いについて

はどうか。

小松市情報公開及び個人情報保護に関する条例
に基づき取り扱う。委託業者に対しても個人情報

保護の徹底を図っていく。
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無会派

こまつの未来

橋本　米子 議員 片山　瞬次郎 議員

吉田　寛治 議員

感染症自宅療養者支援費
消雪施設整備費（８,２００
万円）について

幸八幡線のスケジュールについて

市民が熱望している幸八幡線について８号バイ

パスからイオンモール新小松、市民病院につな

がる大変便利な道路になると思うが、現在の進捗状況

及びスケジュールは。

若杉区間は今年度内の完了見通しである。八幡

区間は令和４年度末の工事完成を目指し、用地交

渉中の地権者と今年度中の契約を完了させたい。

◆新型コロナ対策認証店推進支援金について

多くの中小個人事業の方の感謝の声が聞かれる。

これまでの支援事業の種類と件数、金額は。

令和２年度は店内の衛生環境向上のための施設

整備や家賃支援等17事業２,５４８件、４億７,000万

円を給付。令和３年度は事業継続に重点を置き、予算総

額12億1,４００万円の経済対策をしている。

自宅療養時、買い物サービスはどんな人が受け

られ、またどんな物を注文出来るのか。

小松市民で保健所から自宅療養の指示を受けた

方を含む世帯で親族等の支援を受けられない人。

野菜や果物のほか、日用品を含めた１００品目以上を予定。

自宅療養者が急激に悪化する場合を考え、２４時

間往診訪問看護体制などのシステムが必要。

看護協会と連携し看護師を増員、県では電話等

による診療を行っている。

クラウド型遠隔制御装置の整備に至った経緯と

事業メリットは。

ＩＳＤＮ回線の廃止やサーバーの老朽化を勘案しク

ラウド型に移行。これによりスマホ等から運転管

理が可能となり、操作性と利便性の向上につながる。

消雪散水管改修の概要と更新場所は。

市道沖町八幡線の打越町交差点から若杉町南交

差点の３２０ｍ等を更新予定。設置後３０年以上経

過しており散水管等の改修を行う。

市議会を傍聴してみませんか市議会を傍聴してみませんか
　本会議や常任委員会はどなたでも傍聴できます。本会議を傍聴される場合は、傍
聴者席（低層棟４階）へお越し下さい。定員は椅子席80人、車椅子席2人です。なお、
児童等の入場は事前に許可が必要となりますので、希望される方は議会事務局ま
でご連絡ください。

※ 現在は新型コロナウイルス感染症対策として定員を36人にし、検温、
　マスク着用をお願いしています。ご理解･ご協力をお願い致します。

　委員会を傍聴される場合は、議会事務局（低層棟３階）へお越し下さい。定員は
各５人です。
◆詳細につきましては、議会事務局（電話0761－24－8138）へお問い合わせ下さい。

（ 　 ）

令和４年３月定例会

から 大 型 モ ニ ター

が 設 置され 見 やす

くなりました。
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令
和
３
年
度
小
松
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

■
１
月
補
正
予
算
額
に
つ
い
て

　

感
染
症
対
策
や
国
補
正
に
対
応
し
た

社
会
資
本
整
備
関
連
を
主
な
内
容
と
し
、

補
正
額
は
一
般
会
計
21
億
４
、５
５
０
万

円
、
財
源
と
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
、

市
債
等
の
特
定
財
源
７
億
５
、５
０
５
万

円
の
ほ
か
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

普
通
交
付
税
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

等
の
一
般
財
源
13
億
９
、０
４
５
万
円
を

充
て
る
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
４
億
８
、６
３
０
万
円
及
び
予
備

費
を
財
源
に
充
て
る
も
の
で
す
。

■
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
運
営
費

　
（
１
、１
０
０
千
円
）

　

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
第
２
弾
な
ど
を
受
け
て
、
市
内
の

10
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
カ
ー

ド
を
申
請
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

も
の
で
、
郵
便
局
へ
業
務
委
託
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
取
組
み
は
全
国
初
と
な

り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
、
無
料
で
の
顔

写
真
撮
影
や
申
請
書
作
成
に
関
す
る
説

明
・
支
援
な
ど
で
、
２
月
16
日
を
予
定

と
し
て
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
の
委
員
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
に
つ
い
て
個
人
情
報
と
ひ
も
づ

け
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
情
報
の

侵
害
を
危
惧
す
る
理
由
か
ら
反
対
す
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
感
染
症
自
宅
療
養
者
支
援
費

　
（
１
、３
０
０
千
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
激

な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
保
健
所
か
ら
自

宅
療
養
の
指
示
を
受
け
て
い
る
感
染
者
と

そ
の
同
居
者
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、

県
と
連
携
し
生
活
に
必
要
な
食
料
品
や

日
用
品
等
の
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
を
つ
く
り
、
市
が
配
送
に
係
る
手
数
料

を
負
担
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
配
送
に
努
め
る
よ
う
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
読
書
教
育
推
進
費
（
５
０
０
千
円
）

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
推
進
費
（
１
、

５
０
０
千
円
）

　

法
人
及
び
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を
活

用
し
、
学
校
図
書
の
充
実
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
向
け
て
、
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
整
備
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済

対
策
費（
４
３
０
、０
０
０
千
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
経
済
対
策
・
事
業
者
に
対
す
る
支
援

の
充
実
に
係
る
支
援
金
等
３
事
業
で
す
。

　
「
小
松
市
事
業
復
活
強
化
支
援
金
」
は
、

令
和
４
年
１
月
末
か
ら
申
請
開
始
予
定

で
あ
る
国
の
事
業
復
活
支
援
金
の
受
給

者
に
対
し
、
個
人
事
業
主
で
は
６
万
円

ま
た
は
10
万
円
、
法
人
で
は
12
万
円
ま

た
は
20
万
円
を
給
付
す
る
小
松
市
独
自

の
追
加
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

国
・
県
の
事
業
復
活
支
援
金
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
は

あ
る
も
の
の
、
市
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
場
合
は
、
適
切
に
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
泊
ま
ろ
う
！
こ
ま
つ
宿
泊
応
援

割
」
は
、
停
止
中
の
国
の
「
新
た
な

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
の
再
開
に

併
せ
て
、
観
光
需
要
を
喚
起
さ
せ
る
た

め
、
宿
泊
料
金
が
２
万
円
以
上
の
場
合

は
５
、０
０
０
円
、
1
万
円
以
上
２
万
円

未
満
の
場
合
は
３
、０
０
０
円
の
料
金
割

引
を
行
う
本
市
独
自
の
宿
泊
割
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
「
泊
ま
ろ
う
！
こ
ま
つ
宿
泊

応
援
割
」
は
国
の
「
G
o
T
o
ト
ラ
ベ

ル
事
業
」
再
開
に
併
せ
て
行
う
も
の
で

す
が
、
再
開
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
石
川
県
の
「
G
o 

T
o
い
し
か
わ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
制
度
に
も
併
せ
ら

れ
る
よ
う
制
度
設
計
を
求
め
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

■
今
江
春
日
神
社
線
外
１
路
線
整
備
費

（
５
７
、５
０
０
千
円
）

　

国
補
正
予
算
交
付
内
示
に
よ
る
増
額

に
よ
り
、
新
年
度
に
計
画
予
定
の
事
業

を
前
倒
し
で
執
行
す
る
も
の
で
す
。

　

今
江
春
日
神
社
線
は
、
道
路
幅
が
狭

く
交
通
に
影
響
を
及
ぼ
す
区
間
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
完
成
を
望

む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

常任委員会　 審 査 報 告 　 臨 時 会審 査 報 告 　 臨 時 会

委

員

長

高

野

哲

郎

副
委
員
長

川

崎

順

次

全
議
員
所
属

予算決算

【会派構成】新会派結成により、会派構成は次のとおりです。

会　派 所　属　議　員

会派自民
(代表）灰田昌典、杉林憲治、表靖二、宮川吉男、高野哲郎、梅田利和、

　　  新田寛之、東浩一、岡山晃宏、竹田良平

自民党こまつ (代表)宮西健吉、川崎順次、円地仁志、吉村範明

こまつの未来 (代表)二木攻、出戸清克、吉田寛治

無会派 吉本慎太郎（議長）、南藤陽一（副議長）、橋本米子、片山瞬次郎、木下裕介

※正副議長は、小松市議会運営規約第4条に基づき、無会派となります。
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予算案をチェック

　市長から提案のあった予算案については、予算決算常任委員会で審査されました。（P18参照）

　主な提案内容を紹介します。（P8）

令和4年度当初予算

会 計 名
令 和 4 年 度

当 初 予 算 額

令 和 3 年 度

6 月 補 正 後 予 算 額
伸 び 率

一 般 会 計 469億7,000万円 489億1,410万円 ▲ 4.0％

特

別

会

計

国民健康保険事業 98億5,900万円 99億8,200万円 ▲ 1.2％

介護保険事業 103億2,530万円 101億4,030万円 1.8％

公債管理 106億2,170万円 98億3,730万円 8.0％

産業団地事業 18億300万円 7億5,500万円 138.8％

後期高齢者医療 17億5,000万円 16億4,500万円 6.4％

企

業

会

計

水道事業 35億2,810万円 35億4,070万円 ▲ 0.4％

下水道事業 89億1,490万円 88億4,470万円 0.8％

病院事業 101億4,700万円 95億9,200万円 5.8％

全会計の合計 1,039億1,900万円 1,032億5,110万円 0.6％

※令和3年度当初予算は骨格予算のため、6月補正後予算との比較。

令和3年度3月補正予算

会 計 名 補 正 額

一般会計 13億7,330万円

特別会計 3億4,600万円

企業会計 5億2,720万円

会
期
〈
2
月
25
日
～
3
月
24
日
〉

2
月
25
日　

開
会

　
　
　

市
長
提
出
議
案

　
　
　
　
　

予
算
案 

15
件

　
　
　
　
　

条
例
案 

9
件

　
　
　
　
　

そ
の
他
議
案 

6
件

3
月
4
日　

代
表
質
問（
3
人
）

7
日　

一
般
質
問（
6
人
）

8
日　

一
般
質
問（
4
人
）

　
　
　

議
員
提
出
議
案 

1
件

　
　
　

特
別
委
員
会

9
日
┐

　
　

├
各
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

10
日
┘

16
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会　
　

　
　
　
　
　
　
　

総
括
質
疑

　
　
　

各
常
任
委
員
会（
分
科
会
）　

24
日　

閉
会

　
　
　

市
長
提
出
追
加
議
案 

1
件

　
　
　

議
員
提
出
議
案 

3
件

　
　
　

議
案
等
の
採
決（
Ｐ
23
参
照
）

３月

定例会定例会

一般会計の累計 570億8,876万円

全会計の累計 1,124億5,062万円
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条例案等をチェック

　市長から提案のあった条例案やその他の議案に

ついては、各常任委員会で審議されました。

（P18〜22参照）

人事案件

　固定資産評価審査委員会委員

　　中
なかむら

村　恵
え

美
み

 氏（西町）

の選任に同意しました。

議員提出議案をチェック

　議員から提出された議案のうち意見書について

は、可決された意見書を、内閣総理大臣をはじめ、

関係機関に送付しました。（賛否はP23参照）

議案第1号　 ロシアのウクライナからの即時撤退

を求める決議

議案第2号　 小松市議会委員会条例の一部を改正

する条例について

議案第３号　 保育士等の配置基準及び地域区分の

見直し等を求める意見書

議案第４号　 漁業の持続的な成長に向けた政策の

強化を求める意見書

本会議の討論

　橋本議員から市長提出議案第2号、第4号、第7号

及び第20号に対し、反対討論がありました。

小松市議会ホームページでは、過去の本

会議の録画映像を配信しています。

　パソコンでの視聴に加えて、スマート

フォン、タブレット端末からもご覧いただ

けます。ぜひご利用ください。

市議会ホームページを公開中市議会ホームページを公開中

パソコンの場合はこちらから。

【特別委員会が設置されました】

委員会名 公共施設マネジメント検討特別委員会

委　　員
◎表　靖二　　　○東　浩一　　　竹田　良平　　吉田　寛治

　南藤　陽一　　　木下　裕介　　吉村　範明

調査項目 市内公共施設のマネジメントに関する調査
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防犯交通安全推進費

【事業費】 360万円

【内　容】 運転免許証自主返納

者への返納後2・3年目の継続

支援を開始します。

学校給食無償化推進費

【事業費】 1億8,800万円

【内　容】 中 学３年 生 を 対 象

にスタートした無 償 化を中

学生全学年に拡大します。生

徒の保護者は１人あたり年間

６万４千円程度、経済的負担が

無くなります。

ひととものづくり科学館
魅力アップ費

【事業費】 1億4,410万円

【内　容】 3Ｄスタジオ映像機

器更新、ワンダーランド展示

更新、エントランス等体験コー

ナーを設置します。

保育料の負担軽減

【事業費】 560万円

【内　容】 年収360万円未満相

当世帯の保育料無償化を現在

の2歳児のみから0歳児・1歳

児にも拡大します。

子どもの任意予防接種助成費

【事業費】 6,500万円

【内　容】 インフルエンザとお

たふくかぜの子ども任意予防

接種の自己負担をほぼ無償化

し、その他の任意予防接種の費

用も一部助成します。

スカイパークこまつ
共生の丘駐車場整備費

【事業費】 3,500万円

【内　容】 市内外から訪れる航

空機ファンへのサービス向上・

安全利用・近隣町内の不安解

消のため、現状の駐車場を拡

大します。

公有財産管理費
公用車をＥＶ車へ更新

【事業費】 1,450万円

【内　容】 ガソリン車を順次ＥＶ

車に更新するとともに、充電

設備も設置し、ゼロカーボンシ

ティに向けて取り組みます。

九谷でおもてなし推進費

【事業費】 300万円

【内　容】 地元の九谷焼の再構

築に向けて、家庭の食卓や市

内企業（店舗）における九谷焼

の利用を促進します。

地産地消・食育推進費

【事業費】 300万円

【内　容】 小松産ブランド米（蛍

米）に加え、旬の地元野菜（丸

いも、日向源助大根など）を

学校給食に提供し、地産地消

を図ります。

予算案をチェック
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３月 定 例 会

1

代表質問 会派自民

表　靖二
議員

◦ 小松市の財政について
◦ 指定ごみダイエット袋の今後

のあり方について
◦ 粟津駅周辺整備について
◦ 旧西尾小学校跡地活用事業の

現状と今後の見込みについて
◦ Ｆ-15墜落事故後の訓練の再

開について
◦ 公共施設マネジメントについて

10
ペ
ー
ジ

2

代表質問 自民党こまつ

宮西 健吉
議員

◦ 組織体制の見直しについて
◦ 令和４年度当初予算にあたり11項

目の施策の目的と概要について
◦ 第６波におけるコロナ対策、

経済対策は
◦ ごみの減量化、リサイクル率

向上に向けた取組は
◦ 育樹祭をどのように考えているか
◦ 本市の農業支援の取組は
◦ 西尾地区滞在交流施設の運

営と概要は
◦ 学校給食無償化について
◦ 妊娠、出産、子育て応援につ

いて市長の想いは
◦ 今後の小中学校の改築計画は
◦ 都市計画道路の今後の整備計画は
◦ 新幹線敦賀開業に向けて小松

駅、また周辺の整備計画と進
捗状況は

11
ペ
ー
ジ

3

代表質問 こまつの未来

二木　攻
議員

◦ 公共施設マネジメント計画の
改定

12
ペ
ー
ジ

4
岡山 晃宏

議員

◦ 自動運転バスについて
◦ 地域協議会の活動補助につ

いて
◦ コロナ禍のフレイル予防推進

費について

13
ペ
ー
ジ

5
吉田 寛治

議員

◦ 小松市のこれからの子育て支
援について

13
ペ
ー
ジ

6
梅田 利和

議員

◦ 地域市政懇談会について
◦ 地域公共交通について

14
ペ
ー
ジ

7
出戸 清克

議員

◦ 加賀立国1200年事業に向けて
◦ 環境対策について
◦ 全国植樹祭後の活動について
◦ 木場潟東園地整備について
◦ 農業支援について
◦ 農業博覧会の開催について
◦ 国府中学校通学路の消雪装

置設置について

14
ペ
ー
ジ

8
川崎 順次

議員

◦ Artist Collegeこまつ観音下
◦ 企業誘致の取組について
◦ 学校図書館へ新聞複数紙配

備を
◦ Ｆ-15墜落事故について

15
ペ
ー
ジ

9
橋本 米子

議員

◦ 制度改定、料金改定について
◦ 小松市中学校教科書採択に

ついて
◦ Ｆ-15戦闘機墜落事故について

15
ペ
ー
ジ

10
東　浩一

議員

◦ 環境王国の登録終了について
◦ 尾小屋鉱山資料館マインロー

ド全線開通に向けた進捗状況
について

◦ 旧金野・波佐谷小跡地活用

16
ペ
ー
ジ

11
木下 裕介

議員

◦ 化学消防車の廃車について
◦ 就学時健康診断について
◦ 成人後の医療的ケアについて
◦ サイバー攻撃について

16
ペ
ー
ジ

12
吉村 範明

議員

◦ ＧＩＧＡスクール構想について
◦ 本市の取組について
◦ これまでの課題について
◦ これからの取組について

17
ペ
ー
ジ

13
片山 瞬次郎

議員

◦ 新型コロナワクチン接種の状況
◦ 学校給食費の無償化事業とイ

ンフラ整備進展に伴う財政へ
の展望

◦ 小松市の移住政策について
◦ 自販機リサイクルボックスの

異物混入
◦ 小松市の浸水区域内の避難所

17
ペ
ー
ジ

一括質問

一問一答

13人が

質問しました。
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

◆
小
松
市
の
財
政
に
つ
い
て

財
政
指
標
、
経
常
収
支
比
率
、
公
債
残
高
、
財
政

調
整
基
金
等
の
動
向
に
つ
い
て
。

経
常
収
支
比
率
は
法
人
市
民
税
の
動
き
と
合
わ

せ
て
増
減
し
平
成
28
年
以
降
91
か
ら
95
％
台

で
推
移
。
市
債
残
高
は
今
年
度
末
時
点
で
一
般
会
計

４
億
９
千
万
円
増
、
全
会
計
で
は
下
水
道
や
病
院
事
業

会
計
の
減
少
に
よ
り
約
19
億
4
千
万
円
減
と
な
る
。
財

政
調
整
基
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
予
算
ベ
ー
ス
で
今
年

度
末
14
億
円
余
で
地
域
経
済
活
性
化
対
策
基
金
や
減
債

基
金
と
合
わ
せ
て
来
年
度
末
で
19
億
円
程
度
と
推
計
し

て
い
る
。事

務
事
業
を
見
直
し
、
相
当
規
模
の
財
源
を
捻
出

し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
概
要
と
規
模
に
つ
い
て
聞

く
。

市
の
全
施
策
８
８
７
事
業
を
検
証
し
、
当
初
予

算
編
成
に
反
映
し
た
も
の
は
一
般
会
計
分
で

１
１
７
件
、
２
億
２
、３
０
０
万
円
余
と
な
る
。

中
学
生
全
学
年
の
給
食
費
が
無
償
化
さ
れ
、

１
億
８
千
万
円
余
の
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
上
問
題
が
な
い
の
か
。
加
え
て
本
施
策
の
持

つ
政
策
的
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

事
務
事
業
の
見
直
し
や
予
算
編
成
の
調
整
等
で

概
ね
経
常
的
・
安
定
的
に
確
保
で
き
る
財
源
と
見

込
ん
で
い
る
。
財
政
規
律
を
保
ち
つ
つ
好
循
環
を
回
す

た
め
の
必
要
な
先
行
投
資
と
し
て
子
育
て
世
代
か
ら
選

ば
れ
移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
取
組
等
が
重
要
で
あ
る
。

◆
指
定
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
袋

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
市
環
境
審
議
会
か
ら

中
間
答
申
が
あ
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
と
な
る
の
か

中
間
答
申
で
は
新
た
な
目
標
値
や
ご
み
袋
無
償

配
布
の
廃
止
、
町
内
会
等
へ
の
支
援
の
拡
充
な
ど

制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。
令
和
５

年
４
月
か
ら
の
新
ご
み
制
度
開
始
に
向
け
て
町
内
会
連

合
会
や
女
性
協
議
会
等
で
改
正
内
容
や
ご
み
減
量
方
法

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

◆
粟
津
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

１
億
２
千
万
円
の
予
算
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
と
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞
く
。

西
側
で
は
駅
西
広
場
の
基
本
設
計
と
用
地
買
収

等
、
東
側
で
は
駅
前
広

場
道
路
の
円
形
交
差
点
へ
の
可

能
性
を
含
め
た
改
修
社
会
実
験

を
行
い
、
改
修
計
画
を
策
定
し

た
い
。
今
後
は
新
幹
線
開
業
後

の
在
来
線
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
完

了
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

◆
旧
西
尾
小
学
校
跡
地
活
用
事
業
の
現
状
と
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て

現
在
は
仮
の
基
本
協
定
書
と
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
本
議
会
で
議
決
さ
れ
れ
ば
本
協
定
と
な
る
。

事
業
者
の
方
で
も
施
設
の
工
事
等
を
行
っ
て
お
り
、
７

月
中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◆
Ｆ
―
15
墜
落
事
故
は
大
変
残
念
な
事
故
で
あ
る

が
、
殉
職
者
へ
の
献
花
台
を
市
で
設
置
し
た
こ

と
は
評
価
し
た
い
。
訓
練
の
開
始
に
つ
い
て
は

い
か
が
お
考
え
か

訓
練
の
再
開
に
つ
い
て
は
飛
行
の
安
全
確
保
が

最
重
要
と
考
え
て
お
り
、
周
辺
協
や
市
議
会
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

◆
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
人
口
減
少

が
急
で
あ
る
昨
今
、
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
即
座
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
見
解

を
聞
く

今
後
40
年
間
の
公
共
建
築
物
の
イ
ン
フ
ラ
更
新

費
用
は
年
平
均
１
０
０
億
円
程
度
と
試
算
し
て

お
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
機
能
の

見
直
し
や
あ
り
方
に
つ
い
て
多
様
な
視
点
で
検
討
し
、

全
体
最
適
化
を
目
指
す
た
め
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
統
括
す
る
部
署
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
市
民
生

活
の
向
上
や
交
流
を
呼
び
込
む
貴
重
な
財
産
と
し
て
利

活
用
策
等
を
大
胆
な
発
想
で
考
え
て
い
き
た
い
。

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民
　
　

表　

靖
二
（
お
も
て 

や
す
じ
） 

議
員

全
中
学
生
へ
の
給
食
無
償
化
が
進
む
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組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
６
部
署
の
名
称
変

更
の
要
因
と
目
的
は
。
ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成

の
観
点
か
ら
の
見
解
は
。

よ
り
分
か
り
や
す
い
組
織
名
称
へ
の
変
更
と
重
要

課
題
へ
の
対
応
等
、
組
織
の
強
化
を
目
的
に
見
直

す
。
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
能
力
・
意
欲
の
あ
る
職

員
の
積
極
的
な
管
理
職
へ
の
登
用
等
を
行
う
。

◆
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
あ
た
り
11
項
目
の
施

策
の
目
的
と
概
要
に
つ
い
て

当
初
予
算
編
成
で
の
事
業
の
見
直
し
と
成
果
は
。

事
業
の
統
廃
合
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
検
討
し
、

経
常
的
な
財
源
と
し
て
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

２
億
２
千
万
円
を
確
保
で
き
た
。
子
育
て
支
援
を
は
じ

め
、
新
た
な
施
策
へ
の
展
開
に
活
用
し
た
い
。

◆
第
６
波
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
対
策
は

１
月
臨
時
会
で
は
小
松
市
事
業
復
活
強
化
支
援

金
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
費
用
等
、
感
染
防
止
対
策
費
を
計
上
。
今
後
も

市
民
生
活
の
状
況
等
を
注
意
深
く
把
握
し
、
国
の
追
加

経
済
対
策
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
な
対
策
を
検
討
し

た
い
。

◆
環
境
審
議
会
よ
り
制
度
改
正
の
答
申
を
受
け
て
、

ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
向
け

た
取
組
は

外
国
の
方
や
転
入
後
間
も
な
い
方
に
分
別
ア
プ
リ

登
録
の
案
内
等
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
２
０
１
５
年
の
植
樹
祭
か

ら
７
年
、
育
樹
祭
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か

育
樹
祭
誘
致
に
向
け
た
協
議
会
を
設
置
す
る
等
、

体
制
を
固
め
主
催
者
と
な
る
石
川
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

◆
令
和
３
年
度
産
の
米
価
が
60
㎏
当
た
り
２
千
円

以
上
下
落
し
た
。
本
市
の
農
業
支
援
の
取
組
は

小
松
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
Ｐ
Ｒ
強
化

に
よ
り
販
路
拡
大
を
図
る
第
１
次
産
業
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
こ
ま
つ
駅
弁
開
発
支
援
事
業
を
展
開
し

た
い
。

◆
指
定
管
理
者
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
社
の
７

月
開
業
に
向
け
た
西
尾
地
区
滞
在
交
流
施
設
の

運
営
と
概
要
は

全
国
に
お
い
て
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業

を
手
掛
け
て
い
る
同
社
が
管
理
運
営
を
行
う
。
レ

ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
を
整
備
し
、
市
民
割
、
学
生
割
も
準

備
し
て
観
光
客
だ
け
で
な
く
合
宿
利
用
も
推
進
し
た
い
。

◆
段
階
的
に
中
学
生
全
学
年
に
拡
大
。
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て

中
学
生
全
学
年
に
拡
大
す
る
費
用
と
し
て

１
億
８
、８
０
０
万
円
計
上
。
事
務
事
業
の
見
直

し
や
法
人
市
民
税
の
回
復
等
を
加
味
し
、
４
億
１
千
万

円
程
度
を
経
常
的
に
確
保
で
き
る
財
源
と
見
込
み
、
子

ど
も
の
予
防
接
種
の
無
償
化
等
を
は
じ
め
様
々
な
施
策

に
活
用
す
る
。

◆
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
応
援
に
つ
い
て
市
長
の

想
い
は

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進

し
、
子
育
て
す
る
な
ら
小
松
と
選
ん
で
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

◆
松
陽
中
学
校
、
稚
松
小
学
校
に
調
査
費
が
計
上
、

今
後
の
小
中
学
校
の
改
築
計
画
は

今
年
度
、
空
調
復
旧
工
事
は
日
末
小
、
今
江
小
、

安
宅
中
、
板
津
中
の
４
校
、
大
規
模
改
造
工
事
は

中
海
小
と
国
府
中
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
今
後
の
整
備
計
画
は

市
内
の
都
市
計
画
道
路
は
全
43
路
線
の
う
ち
、
17

路
線
が
整
備
済
み
。
全
体
見
直
し
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
、
計
画
を
精
査
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。
精

査
に
際
し
て
、
各
計
画
道
路
周
辺
の
開
発
状
況
や
ま
ち

づ
く
り
構
想
を
見
据
え
て
緊
急
度
や
優
先
度
を
勘
案
し
、

整
備
路
線
の
精
査
を
行
い
た
い
。

◆
２
年
後
に
迫
っ
た
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
て
小

松
駅
、
ま
た
周
辺
の
整
備
計
画
と
進
捗
状
況
は

３
月
１
日
に
駅
西
駐
車
場
の
供
用
開
始
。
東
口
広

場
は
今
年
度
夏
、
完
成
供
用
予
定
。
西
口
広
場
は

東
口
広
場
の
供
用
後
に
改
修
に
着
手
し
、
駅
東
西
広
場

と
南
口
バ
ス
の
り
ば
、
高
架
下
に
整
備
す
る
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
度
末
に
は
全
面
供
用
予
定
。

代
表
質
問

一
括
質
問

自
民
党
こ
ま
つ
　

宮
西　

健
吉
（
み
や
に
し 

け
ん
き
ち
） 

議
員

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

市政 Ｑ＆Ａ 代表質問
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私
と
出
戸
議
員
・
吉
田
議
員
三
名
で
新
し
い
会
派
「
こ

ま
つ
の
未
来
」
を
、
こ
の
１
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
私

達
が
目
指
す
の
は
日
本
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
を
継

承
し
、
日
本
人
と
し
て
の
情な

さ

け
と
理

こ
と
わ
りを

大
切
に
し
、
強

い
絆
を
持
っ
て
小
松
市
の
未
来
を
考
え
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

政
策
提
言
を
重
視
し
、
宮
橋
市
長
を
は
じ
め
市
執
行

部
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
は
事
務
事
業
の
見
直
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

組
織
機
構
の
見
直
し
も
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
継
続
的
な
取
り
組
み
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
改
定
を
目
指

し
て
い
る
中
で
芦
城
公
園
エ
リ
ア
と
い
う
言
葉

が
で
て
く
る
が
、
公
園
の
ほ
か
、
小
松
中
央
緑
地
、
駐

車
場
、
宮
本
三
郎
美
術
館
、
空
と
こ
ど
も
絵
本
館
等
を

含
め
て
総
合
的
な
歴
史
文
化
ゾ
ー
ン
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
は
い
か
が
か
。

今
後
、
策
定
し
た
都
市
計
画
の
下
、
２
０
４
０
年

に
向
け
た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。
わ
く

わ
く
す
る
未
来
の
小
松
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
カ
ル
チ

ャ
ー
を
捉
え
、
こ
の
エ
リ
ア
の
将
来
像
に
つ
い
て
も
し

っ
か
り
と
描
い
て
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
が
学
び
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
、
意
欲
を
も

っ
て
学
び
に
向
か
う
姿
勢
や
自
ら
学
ぶ
と
い
う
主
体
性

の
育
成
等
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

当
初
子
供
た
ち
の
活
用
ス
キ
ル
の
点
を
挙
げ
て
い
た
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
本
市
の

先
生
の
ス
キ
ル
に
よ
り
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

橋
梁
、
道
路
舗
装
、
消
雪
装
置
の
整
備
・
維
持
管

理
に
つ
い
て
聞
く
。

橋
梁
：
市
が
管
理
す
る
橋
梁
は
４
４
１
橋
あ
り
、

国
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
５
年
に
１
度
近
接
目

視
に
よ
る
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
路
線
の
重
要

度
を
踏
ま
え
計
画
的
に
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

道
路
舗
装
：
交
通
量
の
多
い
幹
線
市
道
約
２
０
３
km
に

お
い
て
路
面
性
状
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
早
急
な
修
繕

が
必
要
と
さ
れ
る
市
道
が
約
27
km
あ
り
、
国
の
交
付
金

等
を
活
用
し
全
面
改
修
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

消
雪
装
置
：
現
在
１
１
７
か
所
、
散
水
管
延
長
約
79
km

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
維
持
管
理
を
見
据
え

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
受
益
者
負
担
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
新
設
要
望

と
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
整
備
の
両
立
を
図
る
た
め
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
・
返
礼
品
の
売
れ
筋
に
つ

い
て
伺
う
。

令
和
３
年
度
の
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
２
月

末
時
点
で
３
億
２
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。

企
業
版
で
は
、
予
定
分
も
含
め
子
ど
も
・
子
育
て
施
策

等
の
た
め
に
計
７
０
０
万
円
の
寄
附
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
人
気
の
返
礼
品
は
、
個
別
で
は
有
機
野
菜
詰
合

せ
の
定
期
便
等
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は
、
お
酒
、

お
米
等
で
あ
る
。

代
表
質
問

一
括
質
問

こ
ま
つ
の
未
来
　
　

二
木　

攻
（
ふ
た
ぎ 

お
さ
む
） 

議
員

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
改
定

市政 Ｑ＆Ａ代表質問
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市政 Ｑ＆Ａ 一般質問

３
回
の
未
来
型
図
書
館
の
講
演
会

及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

小
松
市
の
未
来
型
図
書
館
は
あ
ら
ゆ
る
市

民
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
べ
き
で
、
建
築

も
、
市
民
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
ど
う
す

べ
き
か
を
考
え
る
べ
き
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
市
長
に
図
書
館
基
本
構
想
策
定
委
員

会
の
人
選
、
３
回
の
講
演
会
が
終
わ
っ
た

後
の
図
書
館
に
対
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
な
ど
を
伺
う
。

市
民
と
共
に
つ
く
る
未
来
型
図
書

館
を
目
指
し
て
お
り
、
専
門
家
や

学
識
経
験
者
、
社
会
教
育
、
経
済
、
市
民

交
流
分
野
等
有
識
者
８
名
程
度
で
組
織
す

る
策
定
委
員
会
を
６
月
設
置
予
定
。
専
門

的
立
場
や
幅
広
い
視
点
か
ら
議
論
を
行
い
、

意
見
集
約
を
図
っ
て
ゆ
く
。

子
育
て
支
援
は
小
松
市
民
全
体
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
現
在
小
松

市
が
行
っ
て
い
る
施
策
の
内
容
と
今
後
子

育
て
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
少
子
化
、
人
口
減
少
は
深

刻
さ
を
増
し
、
今
後
は
経
済
状
況
等
に
対

応
し
た
支
援
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
令
和

３
年
度
、
児
童
１
人
当
た
り
一
律
１
万
円

を
支
給
す
る
「
こ
ま
つ
子
育
て
応
援
特
別

給
付
金
」
等
実
施
、
令
和
４
年
７
月
よ
り

見
守
り
訪
問
と
子
育
て
情
報
提
供
、
紙
お

む
つ
を
配
達
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
紙
お
む
つ

定
期
便
事
業
」
を
実
施
予
定
、
更
に
、
令

和
３
年
９
月
よ
り
実
施
の
学
校
給
食
無
償

化
は
、
令
和
４
年
度
は
中
学
生
全
体
に
拡

大
す
る
。小

松
の
公
会
堂
は
昭
和
34
年
に
建

て
ら
れ
た
古
い
施
設
で
あ
り
、
市

内
の
中
高
生
が
多
く
使
用
し
て
い
る
。
使

用
料
が
高
額
で
不
満
の
声
も
聞
こ
え
る
が
、

中
高
生
へ
の
補
助
と
公
会
堂
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

減
免
制
度
は
、
市
主
催
事
業
50

％
、
共
催
30
％
、
後
援
20
％
の
減

額
、
大
ホ
ー
ル
の
練
習
等
は
40
％
の
減
免

と
な
る
。
ま
た
市
内
の
学
校
等
で
、
共
催
・

後
援
等
演
奏
会
活
動
は
、
内
容
等
に
応
じ

た
減
額
が
あ
る
。
受
益
者
負
担
の
た
め
、

使
用
料
は
現
行
制
度
で
運
用
。
補
助
金
は
、

「
小
松
市
未
来
へ
つ
な
ぐ
音
楽
振
興
事
業

費
補
助
金
」
が
あ
る
が
、
令
和
４
年
度
は
、

感
染
状
況
に
応
じ
、
検
討
。　

　

今
後
の
方
向
性
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
、
検
討
し

て
い
く
。

◆
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
に
行
っ
た
自
動
運
転

車
の
実
証
実
験
の
成
果
は
。

交
通
規
制
等
を
行
う
こ
と
な
く
、

一
般
公
道
に
て
安
全
に
走
行
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
実
証
で
き
た
。

令
和
２
年
度
、
経
済
産
業
省
の
未

来
技
術
社
会
実
装
事
業
に
選
定
さ

れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
か
。

財
政
面
で
の
直
接
的
な
支
援
は
な

く
、
内
閣
府
、
国
交
省
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
か
ら
の
技
術
面
、
制
度
面
か

ら
の
支
援
が
得
ら
れ
る
。

駅
と
空
港
を
結
ぶ
自
動
運
転
バ
ス

運
行
へ
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
の
令
和

６
年
春
ま
で
に
、
営
業
路
線
の
自

動
運
転
バ
ス
、
レ
ベ
ル
３
の
実
装
を
目
標

と
す
る
。
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
―
小
松
空
港
間
の

ア
ク
セ
ス
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て
い
く
。

◆
地
域
協
議
会
の
活
動
補
助
に
つ
い
て

地
域
協
議
会
の
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
４
事
業
の
う
ち
３
事
業
の
助
成

が
来
年
度
か
ら
補
助
率
10
/
10
か
ら
３
/

４
に
戻
る
。
初
期
投
資
も
多
い
の
で
１
年

目
は
10
/
10
に
し
て
は
ど
う
か
。

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
３
か
年
、
重

点
テ
ー
マ
に
つ
い
て
厚
く
支
援
し

た
。

　

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
は
、
取
組
を
強

化
し
た
こ
と
で
補
助
を
１
年
継
続
し
た
。

校
下
連
合
町
内
会
に
も
地
域
協
議

会
と
同
じ
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
が
内
容
に
つ
い
て
は
。

補
助
要
件
は
、
校
下
内
の
町
内
会

に
参
画
し
、
校
下
の
団
体
と
連
携

し
た
取
組
で
あ
る
こ
と
。
令
和
４
年
度
は
、

50
歳
未
満
の
方
が
中
心
に
実
施
す
る
活
動

に
も
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
フ
レ
イ
ル
予
防
推
進

費
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
機
会
が
減
っ

た
高
齢
者
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
・
医
療
介
護
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
。
そ
の
内
容
は
。

フ
レ
イ
ル
リ
ス
ク
の
あ
る
方
を
抽

出
し
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
職
員
が
訪
問
、
心
身
の
状
態
等
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容
を
判
断
す
る
。
又
、

参
加
者
減
少
が
顕
著
な
サ
ロ
ン
を
選
定
し
、

活
動
支
援
を
す
る
。

　

事
業
は
、
短
期
集
中
通
所
サ
ー
ビ
ス
や

フ
レ
イ
ル
改
善
教
室
な
ど
。

岡
山　

晃
宏（
お
か
や
ま 

あ
き
ひ
ろ
）
議
員

次
世
代
型
地
域
交
通
に
つ
い
て

一
括
質
問

吉
田　

寛
治（
よ
し
だ 

か
ん
じ
）
議
員

小
松
市
の
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

一
括
質
問
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整
備
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

河
田
山
古
墳
群
史
跡
資
料
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
隣
接
す
る
公
園
の

整
備
の
ほ
か
、
令
和
５
年
に
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
と
連
携
し
、
今
年
11
月
に
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
来
年
10
月
に
は
全

国
国
府
サ
ミ
ッ
ト
を
誘
致
し
、
国
府
地
区

を
中
心
と
し
た
小
松
の
歴
史
や
文
化
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

◆
環
境
対
策
に
つ
い
て
、
松
枯
れ
対

策
、
人
工
林
・
広
葉
樹
林
等
の
整

備
は松

枯
れ
対
策
と
し
て
、
薬
剤
の
散

布
・
樹
幹
注
入
、
虫
に
強
い
松
の

植
樹
を
行
っ
て
お
り
、
人
工
林
・
広
葉
樹

林
に
つ
い
て
は
国
の
整
備
事
業
や
森
林
環

境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い

る
。

◆
全
国
植
樹
祭
後
の
活
動
と
育
樹
祭

の
誘
致
に
つ
い
て

市
民
の
機
運
醸
成
に
努
め
、
誘
致

に
向
け
た
新
た
な
協
議
会
等
体
制

を
固
め
た
上
で
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
木
場
潟
東
園
地
整
備
の
進
捗
状
況

と
管
理
は

（
仮
）
里
山
交
流
ハ
ウ
ス
等
３
施
設

に
つ
い
て
は
令
和
５
年
春
に
供
用

開
始
予
定
で
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
県

よ
り
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

◆
農
業
支
援
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
・
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
活
用
に
つ
い
て
。

既
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
田
植
機
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
管
理
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
薬
剤
散
布
等
活
用
さ
れ
て
お
り
、

来
年
度
は
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
む
農

業
者
支
援
制
度
を
創
設
す
る
。

◆
歴
史
と
文
化
と
産
業
に
加
え
観
光

と
環
境
を
重
視
し
た
農
業
博
覧
会

の
開
催
の
提
案

市
と
し
て
も
歴
史
等
５
項
目
を
重

視
し
た
政
策
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
の
政
策
立
案
に
役
立
て

て
い
き
た
い
。

◆
国
府
中
学
校
通
学
路
の
消
雪
装
置

設
置
に
つ
い
て

地
下
水
脈
の
調
査
の
実
施
。

揚
水
量

を
把
握

す
る
た
め
の
試

掘
調
査
の
実
施

を
再
度
検
討
し

た
い
。

◆
地
域
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

現
在
ま
で
に
何
か
所
、
何
回
ほ
ど
、

ど
の
地
域
、
ど
の
校
下
で
地
域
市

政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
主
な
も
の
と
し

て
ど
の
様
な
課
題
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た

か
。

昨
年
12
月
末
ま
で
に
12
か
所
、
全

26
校
下
の
う
ち
14
校
下
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
、

福
祉
、
環
境
な
ど
幅
広
い
分
野
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
特
に
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ほ
ぼ
全
て
の
地
域
で

意
見
が
あ
っ
た
。

今
回
上
程
さ
れ
た
新
年
度
予
算
、

補
正
予
算
の
中
に
、
各
地
域
や
各

校
下
で
の
課
題
や
意
見
が
ど
の
様
な
形
と

な
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
は
す
ぐ
に

担
当
課
に
伝
え
必
要
な
対
応
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
度
予
算
に
対
し
て
も
、

未
来
型
図
書
館
や
ご
み
出
し
制
度
、
施
設

整
備
、
農
業
の
担
い
手
育
成
、
公
共
交
通

な
ど
様
々
な
形
で
反
映
し
て
い
る
。
今
後

も
定
期
的
に
開
催
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

◆
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

小
松
市
に
お
い
て
路
線
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
交
通
事
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
、
そ
し
て
路
線
バ
ス
に
関
す
る

市
の
補
助
金
額
に
つ
い
て
。

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
利
用

者
の
長
期
減
少
傾
向
と
採
算
性
の

悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、

市
の
バ
ス
事
業
に
対
す
る
補
助
金
は
、
こ

こ
数
年
は
約
１
億
２
千
万
円
台
、
令
和
３

年
度
の
見
込
み
で
は
、
コ
ロ
ナ
等
の
影
響

も
あ
り
約
１
億
３
、８
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

小
松
版
M
a
a
S
の
令
和
３
年
度

の
取
り
組
み
状
況
と
、
来
年
度
令

和
４
年
度
の
実
施
事
業
は
。

令
和
３
年
度
は
、
停
留
所
ご
と
の

詳
細
な
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
分
析
し
な
が
ら
路
線
バ
ス
の

再
編
、
新
し
い
代
替
交
通
プ
ラ
ン
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
４
年
度
は
プ
ラ
ン
の
実

施
に
向
け
事
業
者
と
連
携
・
調
整
を
行
い

路
線
の
最
適
化
と
運
行
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
効
果
的
な
移
動

手
段
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

梅
田　

利
和（
う
め
だ 

と
し
か
ず
）
議
員

地
域
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

進
め
て
い
く
第
一
歩

一
括
質
問

出
戸　

清
克（
で
と 

き
よ
か
つ
）
議
員

加
賀
立
国
１
２
０
０
年
事
業
に
向
け
て

一
括
質
問
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◆
A
r
t
i
s
t　

C
o
l
l
e
g
e

こ
ま
つ
観
音
下

当
初
レ
ス
ト
ラ
ン
中
心
の
オ
ー
ベ

ル
ジ
ュ
だ
っ
た
が
、
今
回
条
例
を

西
尾
地
区
滞
在
交
流
施
設
条
例
と
全
部
改

正
し
、
ど
ん
な
事
業
を
展
開
す
る
か
。

サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
と
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
を
中
心
に
民
間
な
ら

で
は
の
独
創
的
な
発
想
で
市
内
外
か
ら
集

客
、
滞
在
、
交
流
で
き
る
施
設
と
し
た
い
。

施
設
運
営
の
独
立
採
算
性
に
つ
い

て
ど
ん
な
確
認
を
し
た
か
。

長
期
事
業
計
画
、
過
去
数
年
分
の

法
人
税
申
告
書
等
、
数
年
間
の
赤

字
に
耐
え
う
る
財
政
基
盤
が
あ
る
と
確
認

し
た
。

事
業
者
選
定
過
程
で
ど
の
よ
う
な

改
善
を
お
こ
な
っ
た
か
。

「
小
松
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
業
務
範
囲
の
指
定
、
募
集
手

続
き
等
を
盛
り
込
ん
だ
。

◆
企
業
誘
致
の
取
組
に
つ
い
て

正
蓮
寺
、
花
坂
、
安
宅
新
の
状
況
は
。

正
蓮
寺
地
区
は
令
和
４
年
度
の
早

い
段
階
で
進
出
企
業
の
決
定
と
完

売
に
向
け
期
待
で
き
る
。
花
坂
地
区
は
用

地
取
得
に
努
め
、
安
宅
新
地
区
は
県
内
外

か
ら
８
社
の
引
き
合
い
が
あ
り
、
継
続
的

に
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

底
地
に
民
地
が
あ
り
売
れ
る
も
の

で
は
な
い
正
蓮
寺
産
業
団
地
の
取

扱
は
。

用
地
取
得
に
係
る
訴
訟
手
続
き
は
、

順
調
に
進
め
ば
５
月
中
に
は
用
地

取
得
が
完
了
す
る
見
込
み
。

新
産
業
団
地
適
地
調
査
費
と
は
。

企
業
の
投
資
の
好
機
を
逃
さ
ず
、

戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
展
開
す
る

た
め
、
新
た
な
候
補
地
選
定
調
査
を
行
う
。

◆
学
校
図
書
館
へ
新
聞
複
数
紙
配
備

を
人
か
ら
受
け
た
恩
、
道
筋
、
人
間

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

本
市
で
は
、
地
元
紙
を
中
心
に
全

て
の
学
校
で
複
数
紙
を
配
備
し
て

い
る
。

◆
Ｆ
ー

15
墜
落
事
故
に
つ
い
て

亡
く
な
っ
た
方
に
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
全
て

の
Ｆ
ー

15
の
点
検
を
行
い
不
具
合
な
し
と

説
明
を
受
け
た
。
現
下
の
国
際
情
勢
等
を

踏
ま
え
れ
ば
飛
行
訓
練
は
再
開
す
べ
き
と

思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

訓
練
再
開
は
飛
行
の
安
全
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
市
議
会
や
周
辺

協
の
意
見
を
頂
き
、
適
切
に
判
断
し
た
い
。

◆
制
度
改
定
、
料
金
改
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
の
軽
減

策
は
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
、

18
才
未
満
の
子
供
ま
で
続
け
て
頂
き
た
い
。

令
和
４
年
度
以
降
に
実
施
さ
れ
る

様
々
な
子
育
て
支
援
策
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
た
結
果
、
国
の
制
度
に
移
行

す
べ
き
と
判
断
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
２
割
負

担
は
受
診
控
え
で
健
康
状
態
の
悪

化
を
招
く
。
見
直
し
の
概
要
と
対
象
人
数

は
。

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の
窓

口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
と
な
り
、

全
体
の
２
割
、
３
千
人
が
対
象
と
な
る
。

児
童
手
当
特
例
給
付
の
廃
止
は
子

育
て
を
社
会
で
支
え
る
理
念
を
後

退
さ
せ
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も
逆
行
す

る
。

待
機
児
童
の
解
消
と
、
安
定
的
な

財
源
確
保
の
た
め
、
国
に
お
い
て

決
定
。

◆
小
松
市
中
学
校
教
科
書
採
択
に
つ

い
て教

科
書
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
現

場
の
教
育
関
係
者
等
の
選
定
委
員

会
の
声
が
活
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必

要
。

採
択
権
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
公
平
か
つ

適
正
に
採
択
を
行
っ
た
。

閲
覧
期
間
が
２
週
間
の
み
で
あ
り
、

教
科
書
展
示
期
間
の
延
長
を
求
め

る
。

法
令
に
基
づ
い
た
開
始
時
期
、
期

間
で
実
施
し
て
い
る
。

市
議
会
と
同
様
に
教
科
書
採
択
も

市
民
が
傍
聴
可
能
な
公
開
の
場
に
。

会
議
は
、
文
部
科
学
省
通
知
に
基

づ
き
総
合
的
に
判
断
し
開
催
し
て

い
る
。

◆
Ｆ
ー

15
戦
闘
機
墜
落
事
故
に
つ
い

て
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
重
大
事
故

で
あ
り
、
事
故
原
因
の
究
明
が
必

要
だ
。

事
故
を
受
け
、
小
松
基
地
に
対
し
、

原
因
の
早
期
究
明
と
再
発
防
止
を

求
め
た
。
訓
練
再
開
は
飛
行
の
安
全
確

保
が
最
重
要

課
題
と
な
り
、

適
切
に
判
断

し
て
い
き
た

い
。

橋
本　

米
子（
は
し
も
と 

よ
ね
こ
）
議
員

小
松
基
地
所
属
Ｆ-

15
戦
闘
機

　
　
　
　
　
　

墜
落
事
故
に
つ
い
て

一
括
質
問

川
崎　

順
次（
か
わ
さ
き 

じ
ゅ
ん
じ
）
議
員

企
業
誘
致
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

何
社
か
ら
進
出
の
申
し
出
が
あ
っ
た
か

一
括
質
問

事故原因の究明が求められる

Ｆ-15戦闘機
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◆
化
学
消
防
車
の
廃
車
に
つ
い
て

廃
車
の
時
期
と
理
由
は
。

時
期
は
平
成
31
年
３
月
。
理
由
は

老
朽
化
が
著
し
く
、
走
行
に
支
障

を
来
し
て
い
た
た
め
。

新
し
く
購
入
す
る
考
え
は
。

財
源
を
確
保
し
、
車
両
更
新
計
画

に
基
づ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
就
学
時
健
康
診
断
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
第
６
波
で
未
就
学
児
に
も

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
中
、
就
学

時
健
診
を
学
校
で
行
う
理
由
は
。

学
校
保
健
安
全
法
と
そ
の
法
に
基

づ
き
本
市
が
定
め
た
規
則
、
そ
し

て
教
育
的
な
視
点
か
ら
各
学
校
で
の
実
施

を
お
願
い
し
て
い
る
。

学
校
で
の
健
診
は
そ
の
業
務
を
教

員
が
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

当
日
児
童
が
受
け
る
べ
き
授
業
が
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
教
育
委
員
会
か
ら

の
人
的
支
援
を
求
め
る
が
見
解
は
。

全
て
の
学
校
で
人
的
支
援
を
含
め

て
支
援
体
制
を
き
ち
ん
と
整
え
て

い
く
。

◆
成
人
後
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て

18
歳
以
降
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
方
の
支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

訪
問
看
護
、
短
期
入
所
な
ど
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
生
活
を
送
っ
て
頂
い
て
い
る
が
、
今
後

も
当
事
者
と
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
対
応
策
は
。

定
期
的
な
現
状
把
握
と
シ
ス
テ
ム

等
の
整
備
を
行
い
、
安
心
・
安
全

な
医
療
提
供
体
制
の
継
続
に
努
め
て
い
る
。

市
役
所
の
対
応
策
は
。

３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
そ
れ
ぞ

れ
分
離
し
、
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入

し
て
い
る
ほ
か
、
攻
撃
対
象
と
な
り
や
す

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
は
、
県
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
通
し
て
、
常
に
保
護
、

監
視
し
て
い
る
。

職
員
の
教
育
、
研
修
体
制
は
。

情
報
取
扱
い
の
職
務
や
役
割
に
応

じ
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
被
害
を
想
定
し
た
訓
練
の

実
施
を
考
え
て
い
く
。

◆
環
境
王
国
の
登
録
終
了
に
つ
い
て

現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
発
信
し
て

い
る
の
か
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、
環

境
王
国
こ
ま
つ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

イ
ト
、
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
環
境
王
国
親
善

大
使
を
通
じ
、
主
に
ウ
ェ
ブ
媒
体
か
ら
農

産
物
や
里
山
活
動
に
つ
い
て
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
紙
媒
体
で
は
、
こ
ま
つ
も

ん
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
小
松
と
ま
と
の
ス

マ
イ
ル
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
、
ま
た
環
境
王
国

こ
ま
つ
里
山
通
信
等
で
農
産
物
、
加
工
商

品
、
里
山
地
域
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

新
た
に
加
入
を
検
討
し
て
い
る
農

林
振
興
団
体
と
は
。

現
在
30
の
自
治
体
が
加
盟
し
て
い

る
農
村
文
明
創
生
日
本
塾
と
い
う

団
体
。
農
業
者
の
所
得
向
上
を
念
頭
に
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
、
里
山
に

根
差
し
た
形
で
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

交
流
人
口
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

食
へ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
や
、

農
業
者
へ
の
不
安
や
負
担
を
与
え

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
環
境
王
国
こ
ま
つ

の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
生
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
育
成
は
継
続
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、

継
続
す
べ
き
。

今
後
は
本
塾
の
加
入
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
産
業
に
寄
与
す
る
取
組
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

◆
尾
小
屋
鉱
山
資
料
館
マ
イ
ン
ロ
ー

ド
全
線
開
通
に
向
け
た
進
捗
状
況

に
つ
い
て　
　

改
修
プ
ラ
ン
の
策
定
、
及
び
必
要

な
財
源
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
。
安
全
か
つ
長
期
的
な
維
持
管
理
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

◆
旧
金
野
・
波
佐
谷
小
跡
地
活
用

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
、
別
の
公
共
施
設
と
し
て
の

活
用
の
ほ
か
、
公
共
施
設
と
し
て
の
利
用

を
廃
止
し
民
間
へ
貸
付
け
、
譲
渡
す
る
と

い
う
考
え
方
等
が
あ
る
。
民
間
活
用
を
ベ

ー
ス
に
幅
広
い
提
案
を
求
め
て
い
く
。

木
下　

裕
介（
き
の
し
た 

ひ
ろ
ゆ
き
）
議
員

複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害
へ

　
　
　
　
　
　

消
防
装
備
の
充
実
を

一
問
一
答

東　

浩
一（
ひ
が
し 

こ
う
い
ち
）
議
員

環
境
王
国
こ
ま
つ
・
尾
小
屋

　

マ
イ
ン
ロ
ー
ド
・
小
学
校
跡
地
活
用

一
問
一
答



◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

３
回
目
の
進
捗
と
小
児
へ
の
接
種

状
況
は
。

２
回
接
種
済
の
18
歳
以
上
を
対
象

に
実
施
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児

接
種
は
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

副
反
応
の
発
生
状
況
は
。

小
児
の
副
反
応
の
疑
い
は
現
在
41

件
、
大
半
は
軽
い
と
の
報
告
。

◆
学
校
給
食
費
の
無
償
化
事
業
と
イ

ン
フ
ラ
整
備
進
展
に
伴
う
財
政
へ

の
展
望

中
学
校
学
校
給
食
費
の
無
償
化
と

市
の
事
業
見
直
し
は
。

見
直
し
に
よ
り
、
２
億
２
千
万
円

余
を
確
保
、
予
算
編
成
や
法
人
市

民
税
の
回
復
を
見
込
、
計
４
億
１
千
万
円

を
経
常
的
に
確
保
可
能
財
源
と
見
込
む
。

永
続
的
な
支
出
で
の
財
政
に
与
え

る
影
響
は
。

継
続
確
保
見
込
の
財
源
で
実
施
す

る
の
で
、
継
続
的
に
事
業
実
施
で

き
る
。

今
後
の
新
規
イ
ン
フ
ラ
整
備
進
展

に
伴
う
財
政
へ
の
展
望
は
。

市
債
を
財
源
に
で
き
な
い
経
費
で
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
に
影
響
は
な
い
。

◆
小
松
市
の
移
住
政
策
に
つ
い
て

小
松
市
の
利
点
と
取
組
へ
の
所
感
。

日
本
航
空
㈱
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
（
２
拠
点
生

活
）促
進
へ
の
連
携
を
促
進
し
て
い
く
。

◆
自
販
機
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の

異
物
混
入

異
物
混
入
調
査
と
認
識
は
。

事
業
者
が
自
主
的
に
設
置
、
異
物

の
割
合
は
把
握
し
て
い
な
い
。
生

ご
み
な
ど
事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ
で
受
入
れ
可
能
。

◆
小
松
市
の
浸
水
区
域
内
の
避
難
所

浸
水
想
定
区
域
と
は
。

千
年
に
１
回
程
度
降
る
大
雨
に
よ

り
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸

水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
。

当
区
域
内
避
難
所
の
実
情
と
対
策

は
。

指
定
避
難
所
は
、
40
・
３
％
が
浸

水
想
定
区
域
内
に
立
地
。
水
害
時

開
設
避
難
所
17
か
所
。
内
、
１
階
の
浸
水

想
定
が
14
か
所
。
要
配
慮
者
の
、
宿
泊
施

設
に
避
難
の
た
め
助
成
制
度
を
創
設
。
警

戒
レ
ベ
ル
３
以
上
の
地
域
で
宿
泊
代
金
の

３
分
の
２
、１
人
１
泊
５
千
円
を
上
限
と

す
る
。

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

構
想
の
目
的
は
。

教
育
を
知
識
伝
達
型
か
ら
、
学
び

を
人
生
や
社
会
づ
く
り
に
生
か
す

力
の
育
成
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
。

全
国
の
端
末
の
整
備
状
況
は
。

98
・
５
％
の
自
治
体
が
今
年
度
内

に
整
備
完
了
予
定
。

本
市
は
。

令
和
２
年
12
月
末
に
小
中
学
生
１

人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整
備
済
。

◆
本
市
の
取
組
に
つ
い
て

指
導
の
た
め
の
教
員
研
修
は
。

40
回
の
研
修
と
授
業
実
践
モ
デ
ル

や
動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

ど
の
よ
う
な
授
業
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

子
供
た
ち
が
主
体
的
に
教
科
書
等

を
収
集
、
考
察
し
、
課
題
に
取
り

組
む
自
立
し
た
学
び
の
授
業
を
行
う
。

宿
題
等
の
取
り
組
み
は
。

自
宅
で
授
業
を
振
り
返
り
、
学
び

を
深
め
る
、
Ａ
Ｉ
型
学
習
ド
リ
ル

で
の
補
充
的
な
学
び
等
。

各
家
庭
で
の
端
末
の
使
用
や
ネ
ッ

ト
等
の
環
境
は
。

ル
ー
タ
ー
貸
与
や
準
要
保
護
世
帯

の
通
信
料
支
援
等
。

◆
こ
れ
ま
で
の
課
題
に
つ
い
て

一
年
経
ち
授
業
で
の
課
題
は
。

生
徒
の
情
報
格
差
が
課
題
、
日
常

的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必
要
。

低
学
年
の
対
応
は
。

鉛
筆
で
の
学
び
も
重
要
、
I
C
T

活
用
は
長
い
目
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。

校
外
活
動
等
で
の
故
障
に
つ
い
て

修
理
の
件
数
と
そ
の
対
応
は
。

令
和
３
年
度
現
在
修
理
件
数
は

１
１
９
件
、
不
慮
の
落
下
が
多
く
、

こ
の
場
合
修
理
費
は
、
教
育
委
員
会
が
負
担
。

◆
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

先
進
的
な
事
例
は
、
ま
た
、
新
た

な
授
業
形
態
は
あ
る
の
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
指
導
モ
デ

ル
作
成
等
組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
。

急
ピ
ッ
チ
に
進
め
て
き
た
よ
う
に

感
じ
る
。
今
一
度
現
場
で
の
意
思

疎
通
を
図
る
べ
き
。

早
急
な
事
業
だ
っ
た
が
、
今
後
と

も
家
庭
と
子
供
と
学
校
と
地
域
が
一

体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
と
思
う
。

吉
村　

範
明（
よ
し
む
ら 

の
り
あ
き
）
議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

一
問
一
答

片
山　

瞬
次
郎（
か
た
や
ま 

し
ゅ
ん
じ
ろ
う
）
議
員

要
配
慮
者
へ
の
避
難
助
成

一
問
一
答

議会だより 204号17
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会

派

自

民
•

竹
田
良
平 

委
員

◆
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
開
催

準
備
費５

０
０
万
円
の
予
算
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
の
取
組
は
。

リ
ー
ド
こ
ま
つ
や
博
物
館
の
特
別
展

等
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

こ
ま
つ
文
化
の
祭
典
「
リ
ー
ド
こ
ま

つ
」
に
つ
い
て
、
百
万
石
文
化
祭
と

連
動
し
た
取
組
は
。

来
年
度
は
県
内
外
の
文
化
団
体
を
小

松
に
招
き
文
化
交
流
、
地
域
間
交
流

を
考
え
て
い
る
。

◆
学
校
給
食
無
償
化
推
進
費

今
後
子
育
て
し
や
す
い
街
と
し
て
、
市

の
人
口
増
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
小
松
」
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

無
償
化
に
よ
り
質
が
落
ち
る
こ
と
の

な
い
よ
う
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

物
価
上
昇
等
に
備
え
基
金
を
活
用
す

る
な
ど
質
の
確
保
に
努
め
た
い
。

◆
は
た
ら
く
障
が
い
者
支
援
費

令
和
４
年
度
、
新
た
に
開
始
さ
れ
る

企
業
向
け
講
演
会
に
つ
い
て
。
対
象

企
業
の
選
定
は
。

調
整
中
だ
が
、
障
が
い
者
雇
用
を
検

討
し
て
い
る
市
内
企
業
や
就
労
支
援

事
業
者
な
ど
広
く
参
加
を
募
っ
て
い
き
た
い
。

働
く
場
所
の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う

期
待
さ
れ
る
が
、
講
演
会
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

幅
広
い
周
知
を
図
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

等
も
含
め
て
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

東
浩
一 

委
員

◆
次
世
代
型
地
域
交
通
推
進
費

小
松
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
M
o
b
i
l
i
t
y

a
s 

a 

S
e
r
v
i
c
e
）路
線
バ

ス
運
行
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
効
率
化
等

に
つ
い
て
。

バ
ス
路
線
の
廃
止
や
大
幅
な
減
便
と

な
る
地
域
に
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

の
導
入
な
ど
、
生
活
者
や
来
訪
者
に
利
便
性

の
高
い
移
動
手
段
を
構
築
し
た
い
。

小
松
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
予
定
な
の
か
。

地
域
住
民
の
移
動
環
境
の
維
持
、
向

上
の
た
め
、
利
用
者
が
少
な
い
区
間

の
運
行
を
見
直
し
、
予
約
制
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
検
討
し
て
い
る
。
交
通
事
業
者
、
地
元

関
係
者
と
も
調
整
を
し
て
お
り
、
地
域
住
民

の
利
便
性
向
上
の
た
め
新
た
な
仕
組
み
の
早

期
運
行
を
目
指
し
た
い
。

◆
森
林
環
境
保
全
推
進
費

本
市
に
お
け
る
活
用
状
況
、
積
立
金

に
つ
い
て
。

間
伐
や
緩
衝
帯
の
整
備
、
木
育
活
動

で
の
活
用
の
ほ
か
、
か
が
森
林
組
合

で
も
床
材
や
家
具
等
で
広
葉
樹
の
利
用
を
工

夫
、
そ
れ
に
向
け
た
普
及
啓
発
、
教
育
活
動

も
進
め
て
い
る
。

　

基
金
残
高
は
令
和
３
年
度
末
で
５
、
２
５

５
万
３
、
０
０
０
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
家

庭
へ
の
支
援
・
取
組

新
た
な
支
援
・
取
組
に
つ
い
て
。

既
存
住
宅
の
小
規
模
な
断
熱
窓
導
入

に
対
し
て
補
助
率
４
分
の
１
、
限
度

額
５
万
円
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で

あ
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
は
、

広
報
こ
ま
つ
等
で
紹
介
す
る
な
ど
取
組
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

◆
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
車
へ
更
新

給
電
設
備
の
設
置
場
所
や
台
数
、
市

民
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
。

来
年
度
５
台
を
Ｅ
Ｖ
車
へ
更
新
予
定

で
今
回
の
給
電
設
備
は
一
般
向
け
の

利
用
等
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
本
市
の
公

共
施
設
に
お
い
て
も
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
て
給
電
設
備
の
適
正
な
配

置
を
検
討
す
る
な
ど
Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
拡
大
を

進
め
て
い
き
た
い
。

•

自
民
党
こ
ま
つ
•

川
崎
順
次 

委
員

◆
粟
津
駅
周
辺
整
備
費

粟
津
駅
東
西
の
連
絡
通
路
が
必
要
で
、

国
・
県
と
の
連
携
が
重
要
。
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
す
る
か
。

駅
西
側
で
は
自
由
通
路
の
乗
降
口
と

な
る
広
場
整
備
、
駅
東
側
で
は
駅
前

広
場
の
優
先
道
路
が
不
明
確
な
交
差
点
の
安

全
性
の
向
上
の
た
め
改
修
を
計
画
。
令
和
８

年
度
末
を
目
途
に
完
了
し
た
い
。

駅
西
広
場
は
㈱
コ
マ
ツ
、
串
工
業
団

地
、
大
学
等
が
あ
り
加
賀
市
と
の
連

携
も
必
要
だ
。
粟
津
駅
周
辺
地
域
住
民
や
地

元
企
業
と
連
携
し
、
利
用
客
を
増
や
す
た
め

意
見
交
換
を
し
て
は
ど
う
か
。

駅
西
広
場
や
駅
東
側
の
広
場
の
道
路

改
修
に
つ
い
て
は
、
駅
の
利
用
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
利
用
者
増
加
等
を
見
据

え
、
最
終
的
に
駅
西
側
の
未
利
用
地
の
活
用

も
視
野
に
周
辺
町
内
会
、
温
泉
、
工
業
団
地

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
計
画
に
反
映
し
た
い
。
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駅
の
無
人
化
に
つ
い
て
加
賀
市
は
大

聖
寺
駅
、
動
橋
駅
を
市
が
運
営
し
て

い
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
整

備
す
る
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
聖
寺
駅
の
よ
う

な
利
用
は
未
定
で
あ
る
。
２
０
２
４

年
春
に
は
新
幹
線
が
開
業
し
、
在
来
線
は

I
R
い
し
か
わ
鉄
道
に
経
営
分
離
さ
れ
る
。

地
域
の
方
の
意
見
等
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応

じ
て
活
用
方
法
等
を
検
討
し
た
い
。

次
世
代
型
地
域
交
通
推
進
を
粟
津
駅

発
着
路
線
バ
ス
に
も
出
来
な
い
か
。

ま
た
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
設
置
は
。

路
線
バ
ス
の
再
編
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
代
替
交
通
の
導
入
、
財
政
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
た
再
編
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
小
松
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
構
築
し
た

い
。
粟
津
駅
に
も
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

◆
全
て
の
児
童
生
徒
に
学
び
の
機
会
を
（
ス

テ
ッ
プ
ル
ー
ム
支
援
費
）

ス
テ
ッ
プ
ル
ー
ム
の
取
組
。

児
童
一
人
一
人
の
様
々
な
悩
み
や
困

難
さ
に
寄
り
添
い
、
自
己
を
大
切
に

し
現
在
の
状
況
を
少
し
ず
つ
解
決
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

旧
金
野
、
波
佐
谷
小
を
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
の
拠
点
施
設
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
。

公
有
財
産
の
有
効
活
用
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
民
間
活
用
を
ベ
ー
ス
に

公
・
民
問
わ
ず
幅
広
い
提
案
を
求
め
た
い
。

•

こ
ま
つ
の
未
来
•

二
木
攻 

委
員

◆
こ
ま
つ
ま
る
ご
と
観
光
物
産
推
進
費

観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
の

時
期
お
よ
び
経
緯
に
つ
い
て
。

本
市
の
観
光
物
産
資
源
の
開
発
や
振

興
、
観
光
客
の
誘
致
の
促
進
等
に
よ

り
事
業
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る

事
を
目
的
に
平
成
25
年
10
月
１
日
に
設
立
。

事
業
内
容
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
管
理
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
取
扱
、
観

光
資
源
開
発
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
収
益
事

業
は
事
業
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
、
補
助
金

の
適
切
な
対
応
に
努
め
た
い
。

◆
企
業
誘
致
推
進
費

予
算
内
訳
と
今
後
の
見
通
し
は
。

企
業
立
地
助
成
金
は
６
千
万
円
減
の

１
億
円
、
企
業

誘
致
活
動
事
業
費
は
１

０
０
万
円
増
の
３
０
０

万
円
を
計
上
。
新
た
に

造
成
予
定
の
企
業
も
あ

り
、
そ
の
際
は
補
正
対

応
し
た
い
。

•

無

会

派

•

木
下
裕
介 

委
員

◆
北
陸
新
幹
線
開
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費

（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
設
置
）

導
入
台
数
は
。

約
60
台
を
設
置
す
る
。
Ｉ
Ｄ
に
よ
る

予
約
決
済
を
予
定
し
て
い
る
。

既
存
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
と
の

兼
ね
合
い
は
。

今
後
、
事
業
者
の
提
案
も
含
め
て
考

え
て
い
く
。

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
整
備
を
。

前
向
き
に
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

小
松
版
M
a
a
s
と
小
松
地
域
交
通

プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
は
。

整
合
性
を
持
ち
な
が
ら
進
め
た
い
。

橋
本
米
子 

委
員

◆
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
用
品
購
入
助
成
に

つ
い
て家

族
介
護
用
品
支
給
事
業
の
利
用
人

数
と
事
業
費
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
３
年
２
月
現
在
で
対
象
者
数
1
、

０
８
１
人
。
任
意
事
業
１
、
８
０
０

万
円
、
保
健
福
祉
事
業
２
、
０
７
０
万
円
。

任
意
事
業
費
と
保
健
福
祉
事
業
費
の

２
区
分
の
説
明
を
問
う
。

市
民
税
課
税
者
は
任
意
事
業
対
象
外

の
た
め
、
保
健
福
祉
事
業
を
創
設
。

介
護
用
品
支
給
は
大
切
だ
。
自
己
負

担
１
割
導
入
の
理
由
を
問
う
。

国
の
方
針
と
し
て
、
介
護
用
品
支
給

事
業
の
廃
止
・
縮
小
に
向
け
た
見
直

し
期
限
が
令
和
5
年
度
末
と
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
１
割
負
担
を
導
入
す
る
も
の
で

あ
る
。

片
山
瞬
次
郎 

委
員

◆
保
健
衛
生
総
務
費
・
小
松
准
看
護
学
院
の

移
転
整
備
に
係
る
補
助
金

小
松
の
医
療
機
関
等
の
看
護
師
の
総

数
は
。

医
療
機
関
、
介
護
施
設
の
看
護
師
は
、

令
和
２
年
末
、
１
、
５
４
４
人
。

看
護
師
人
材
の
育
成
支
援
に
対
す
る

考
え
は
。

小
松
准
看
護
学
院
の
存
続
は
重
要
で
、

教
育
充
実
の
た
め
支
援
し
て
い
く
。

◆
保
健
衛
生
総
務
費
・
運
営
費
補
助
金
を
増

額

運
営
費
の
概
要
と
補
助
金
の
市
の
考

え
方
。

教
職
員
給
与
、
維
持
管
理
費
等
年
約

４
千
万
円
。
安
定
運
営
の
た
め
、
補

助
金
を
恒
常
的
に
継
続
し
て
い
く
。
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議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
小
松
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
学
習
等
供
用
施
設
建
設
費

　
（
２
３
、７
０
０
千
円
）

　

今
江
北
、
荒
屋
、
浮
柳
、
小
島
地
区
の

施
設
改
修
の
た
め
の
設
計
業
務
に
係
る
費

用
等
に
関
す
る
助
成
費
用
で
す
。

　

地
元
負
担
が
少
し
で
も
安
く
な
る
よ
う

国
へ
の
要
望
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

■
新
幹
線
小
松
駅
開
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

費（
１
８
、０
０
０
千
円
）

　

能
美
市
と
連
携
し
て
２
０
２
４
年
新
幹

線
小
松
駅
開
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
す
る
費
用
で
す
。

　

加
賀
市
と
も
連
携
を
深
め
て
実
施
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
次
世
代
型
地
域
交
通
推
進
費

　
（
３
７
、０
０
０
千
円
）

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
体
系
を
構

築
す
る
費
用
で
す
。

　

地
元
と
の
協
議
を
重
ね
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

■
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
運
営
費

　
（
２
４
、０
０
０
千
円
）

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
る

端
末
の
リ
ー
ス
料
等
の
ほ
か
、
郵
便
局
10

局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
委
託
料
等
に
要
す
る
費
用
で
す
。

■
防
災
体
制
強
化
費

　
（
４
５
、２
０
０
千
円
）

　

避
難
所
に
配
備
し
て
あ
る
防
災
備
蓄
物

品
の
購
入
や
更
新
等
に
係
る
費
用
で
す
。

　

備
蓄
物
品
の
保
管
に
つ
い
て
適
正
管
理

す
る
こ
と
や
、
備
蓄
倉
庫
等
を
整
備
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

■
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
費

　
（
７
６
、０
０
０
千
円
）

　

保
育
士
等
を
対
象
に
収
入
を
３
％
程
度

引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
で
、
全
額
国
庫

補
助
の
対
象
で
あ
り
対
象
期
間
は
令
和
４

年
9
月
ま
で
で
す
。
国
の
通
知
で
は
、
10

月
以
降
は
私
立
こ
ど
も
園
等
運
営
費
と
し

て
、
処
遇
改
善
の
効
果
を
継
続
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

■
予
防
接
種
費（
３
１
２
、２
０
０
千
円
）

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
予
防
接
種

等
に
係
る
費
用
で
す
。
令
和
４
年
４
月
か

ら
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
積
極
的
勧
奨

に
な
り
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
に
個
別
通
知
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

機
会
を
逃
し
た
方
に
適
切
に
通
知
が
届

く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
学
校
給
食
無
償
化
推
進
費

　
（
１
８
８
、０
０
０
千
円
）

　

中
学
３
年
生
を
対
象
に
開
始
し
た
学
校

給
食
無
償
化
を
中
学
生
全
学
年
に
拡
大
す

る
費
用
で
す
。

　

所
得
制
限
を
設
け
て
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
や
財
政
の
健
全
性
を
保

持
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
ひ
と
と
も
の
づ
く
り
科
学
館
魅
力
ア
ッ

プ
費（
１
４
４
、１
０
０
千
円
）

　

３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
映
像
機
器
な
ど
の
更
新

等
に
係
る
費
用
で
す
。

　

集
客
ア
ッ
プ
の
た
め
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
欲
し
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
こ
ま
つ
ま
る
ご
と
観
光
物
産
推
進
費

（
７
７
、９
０
０
千
円
）

　

こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
運
営
補
助
費
等
で
す
。

　

空
の
駅
こ
ま
つ
、
空
カ
フ
ェ
等
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
売

り
上
げ
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
観
光
や
物
産
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
現
実
に
即
し
た
あ
り
方
を
早
急
に
検

討
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
加
賀
国
府
こ
ま
つ
歴
史
再
発
見
費
（
１
、

４
０
０
千
円
）及
び
加
賀
国
府
こ
ま
つ
歴

史
の
里
整
備
費（
１
０
５
、５
０
０
千
円
）

　

加
賀
立
国
１
２
０
０
年
に
向
け
た
調
査

研
究
・
魅
力
発
信
及
び
国
府
関
連
の
施
設

等
環
境
整
備
事
業
で
す
。

　

国
府
の
全
体
像
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
な
展
示
改
修
を
行
う
よ
う
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

■
末
広
陸
上
競
技
場
改
修
費

　
（
１
８
６
、０
０
０
千
円
）

　

日
本
陸
上
競
技
連
盟
第
２
種
公
認
更
新

に
伴
う
改
修
工
事
費
等
で
す
。

　

全
国
規
模
の
大
会
や
多
く
の
観
客
が
誘

致
で
き
る
大
型
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
施
設
整

備
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

■
労
働
者
福
祉
推
進
費（
３
、０
０
０
千
円
）

　

労
働
関
係
団
体
補
助
金
及
び
育
児
・
介

護
休
業
取
得
支
援
事
業
費
等
で
す
。

　

申
請
が
例
年
少
な
い
の
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
小
松
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設

置
補
助
金（
６
、３
０
０
千
円
）

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
さ
れ
る
方
へ
の
補

助
制
度
で
す
。
ま
た
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
30
」
は
、「
日
常
生
活
の
脱

炭
素
行
動
と
メ
リ
ッ
ト
」
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
り
、
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

■
粟
津
駅
周
辺
整
備
費

　
（
１
１
７
、０
０
０
千
円
）

　

駅
西
広
場
整
備
に
か
か
る
基
本
設
計
費

及
び
用
地
取
得
費
で
す
。

　

鉄
道
管
理
者
や
県
と
の
関
係
を
強
固
に

し
な
が
ら
、
早
期
着
工
に
向
け
、
引
き
続

き
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
４
号　

令
和
４
年
度
小
松
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
家
族
介
護
用
品
支
給
費

　
（
１
８
、３
０
０
千
円
）

　

市
民
税
非
課
税
者
に
対
す
る
助
成
制
度

で
あ
り
、
継
続
助
成
の
場
合
は
、
事
業
の

廃
止
・
縮
小
に
向
け
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
国
の
要
件
で
あ
り
、
方
策
と
し
て
１

割
負
担
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

利
用
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
国
に
事
業
継

続
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
７
号　

令
和
４
年
度
小
松
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
の
予
算
額
は
17
億
５
、０
０
０

万
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
１
億
５
０
０

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者

数
は
対
前
年
度
比
5
・
49
％
の
増
加
で

１
７
、０
７
３
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

委

員

長

高

野

哲

郎

副
委
員
長

川

崎

順

次

全
議
員
所
属

予算決算
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■
令
和
４
年
度
の
奨
学
生
の
決
定
に
つ
い

て

　

小
松
市
の
奨
学
金
支
給
制
度
に
つ
い
て

は
、
小
松
市
奨
学
金
支
給
条
例
に
基
づ
き
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等
に
進
学

困
難
な
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
と
し
て
年

額
５
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
小
松

市
奨
学
金
支
給
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
の
奨
学
生
と
し
て
21
名
が
決

定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
国
・
県
・
市
の
動
向
や
対

応
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
県
に
お
い

て
は
、
感
染
不
安
を
感
じ
る
無
症
状
の
県

民
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
無
料
で
実

施
し
て
お
り
、
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
延

長
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
５
歳

か
ら
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
の
あ
る

児
童
に
優
先
的
に
接
種
を
進
め
、
そ
の
他

の
児
童
に
対
し
て
は
３
月
７
日
よ
り
順
次

接
種
通
知
を
送
付
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
追
加
の
３
回
目
接
種
に
つ
い
て
も
、

２
回
目
接
種
後
６
カ
月
の
間
隔
を
空
け
て

接
種
通
知
を
順
次
発
送
中
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
市
に
お
い
て
は
引
き
続
き
感

染
予
防
対
策
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

■
令
和
３
年
度
第
２
回
小
松
市
介
護
保
険

事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
の
開
催
状
況

に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
策
定
委
員
会
は
書

面
開
催
さ
れ
、
第
８
期
の
評
価
指
標
の
目

標
値
達
成
度
と
事
業
計
画
の
主
要
施
策
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
審
議
し
、
了
承
さ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
策
定
委
員

会
委
員
か
ら
は
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
に

関
す
る
課
題
や
地
域
共
生
に
よ
る
介
護
予

防
の
定
着
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
出
さ
れ
た
課
題
に
対

し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
排
せ
つ
ケ
ア

に
対
す
る
支
援
策
に
関
連
し
て
、
性
別
を

問
わ
ず
全
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
、
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ

レ
に
排
せ
つ
に
係
る
衛
生
用
品
を
捨
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
20
号　

小
松
市
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
本
市
職
員

等
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の
で
、
令
和
４

年
６
月
の
期
末
手
当
に
て
調
整
及
び
減
額

す
る
も
の
で
す
。

　

支
給
月
数
は
一
般
職
で
▲
０
・
15
月
、

特
別
職
・
議
会
議
員
で
▲
０
・
10
月
、
会

計
年
度
任
用
職
員
で
▲
０
・
05
月
分
と
な

り
ま
す
。
一
部
の
委
員
か
ら
は
、
一
定
水

準
を
維
持
す
る
た
め
職
員
の
手
当
支
給
月

数
の
引
き
下
げ
に
反
対
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

■
議
案
第
21
号　

小
松
市
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
の
救
急
救
命
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
も
の
で
、
医
師
の
指
示
の
も
と
救
急
現

場
で
特
定
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
、
特
殊

勤
務
手
当
と
し
て
１
回
あ
た
り
５
０
０
円

を
加
算
し
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

件
数
は
年
間
で
約
１
６
０
件
あ
る
と
の

こ
と
で
、
今
後
の
救
急
救
命
士
の
救
命
率

の
向
上
に
期
待
す
る
と
と
も
に
更
な
る
処

遇
改
善
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
小
松
市
と
日
本
航
空
株
式
会
社
と
の
包

括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

特
産
品
の
活
用
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等

の
推
進
、
公
立
小
松
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
や

地
域
活
性
化
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

　

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
内
容
を
主
眼

に
お
い
て
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
や

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
持
つ
発
信
力
を
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に

積
極
的
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
小
松
市
「
や
さ
し
い
職
場

認
定
」
表
彰
に
つ
い
て

　

労
働
環
境
の
改
善
、
雇
用
問
題
の
解
決

等
に
積
極
的
に
取
組
む
事
業
所
を
表
彰
す

る
こ
と
で
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
層
の
発

展
を
図
り
本
市
の
労
働
環
境
の
改
善
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
事
業

で
す
。
今
年
度
は
３
つ
の
事
業
所
が
表
彰

さ
れ
ま
す
。

　

表
彰
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
か
ら
受
け
ら

れ
る
補
助
制
度
の
限
度
額
が
増
額
さ
れ
る

な
ど
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
今

後
は
幅
広
い
周
知
を
行
う
な
ど
取
り
組
み

を
広
げ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
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委
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■
小
松
基
地
所
属
Ｆ
ー

15
戦
闘
機
の
墜

落
事
故
に
つ
い
て

　

こ
の
事
故
は
、
１
月
31
日
午
後
５
時

30
分
に
小
松
基
地
所
属
の
Ｆ

－

15
戦
闘

機
が
小
松
飛
行
場
を
離
陸
し
た
直
後
に

日
本
海
に
墜
落
し
た
も
の
で
す
。

　

墜
落
し
た
Ｆ

－

15
は
、
飛
行
教
導
群

所
属
の
複
座
機
で
あ
り
、
最
精
鋭
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
２
名
が
搭
乗
し
て
い
ま
し
た
。

殉
職
さ
れ
た
お
二
人
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

遺
族
の
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

■
小
松
基
地
の
飛
行
訓
練
再
開
に
つ
い

て

　

先
般
、
基
地
司
令
よ
り
訓
練
再
開
の

意
向
が
示
さ
れ
、
航
空
自
衛
隊
は
事
故

後
、
全
て
の
Ｆ

－

15
に
特
別
な
点
検
を

実
施
し
、
基
地
で
は
３
月
１
日
に
完
了

し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は
空
間
識
失
調
へ

の
対
応
を
含
め
た
安
全
教
育
を
行
い
、

飛
行
の
安
全
確
保
を
再
徹
底
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

本
委
員
会
で
は
委
員
会
を
２
度
開
催

し
重
点
的
に
協
議
し
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
及
び
、
訓

練
中
止
期
間
の
長
期
化
に
よ
る
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
練
度
低
下
等
の
懸
念
か
ら
、
訓

練
再
開
を
求
め
る
意
見
が
多
数
を
占
め
、

協
議
の
結
果
、
国
防
の
重
要
性
に
鑑
み
、

訓
練
再
開
の
容
認
を
決
定
し
た
次
第
で

す
。
そ
の
後
、
３
月
10
日
に
市
長
よ
り

訓
練
再
開
に
対
し
理
解
す
る
旨
が
表
明

さ
れ
、
３
月
11
日
基
地
は
事
故
発
生
後

取
り
や
め
て
い
た
訓
練
を
39
日
ぶ
り
に

再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
間
訓
練
も

３
月
22
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
速
や

か
な
事
故
原
因
の
究
明
と
地
域
住
民
へ

の
丁
寧
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事
故
が
二
度
と

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
を

強
く
求
め
ま
す
。

■
ス
カ
イ
パ
ー
ク
こ
ま
つ
共
生
の
丘
駐

車
場
整
備
費
（
３
５
、０
０
０
千
円
）

に
つ
い
て

　

駐
車
場
を
既
存
の
56
台
か
ら
50
台
分

を
増
設
し
て
１
０
６
台
に
拡
張
す
る
た

め
に
要
す
る
費
用
で
あ
り
、
令
和
５
年

３
月
に
完
成
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

■
航
空
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

　

航
空
プ
ラ
ザ
の
昨
年
４
月
か
ら
本
年

２
月
末
ま
で
の
入
館
者
は
約
７
万
人
で

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
例
年
に
比
べ
、
減
少
す
る
見

通
し
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
議
案
第
18
号　

西
尾
地
区
滞
在
交
流
施

設
条
例
に
つ
い
て

　

本
条
例
は
、
令
和
２
年
12
月
に
制
定
し

た
A
r
t
i
s
t　

C
o
l
l
e
g
e
こ

ま
つ
観
音
下
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
改
正
前
に
見
通

し
が
立
た
ず
、
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
開
館

時
間
、
使
用
料
が
明
記
さ
れ
ま
す
。
学
生

利
用
の
減
免
措
置
は
、
指
定
管
理
者
と
協

議
し
、
規
則
等
に
明
記
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
学
生
が
利
用
し
や
す
い
料
金
設
定

に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
よ
う
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
19
号　

小
松
市
墓
地
等
の
設
置

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

納
骨
堂
、
合
葬
墓
の
新
設
に
伴
い
、
小

松
市
墓
地
条
例
、
小
松
市
墓
地
公
園
条
例

と
統
合
し
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

納
骨
堂
、
合
葬
墓
は
令
和
４
年
５
月
募

集
、
令
和
４
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、

今
回
の
条
例
改
正
で
開
館
時
間
や
使
用
料

等
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
期
待
や
関

心
も
高
く
、
オ
ー
プ
ン
後
の
活
用
に
期
待

し
ま
す
。

■
注
射
器
の
漂
着
に
つ
い
て

　

３
月
８
日
に
小
松
海
岸
で
ロ
シ
ア
語
表

記
の
注
射
器
等
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
海
岸
の
調
査
を
継
続
し
て
行
う

と
の
こ
と
で
す
が
、
徹
底
し
た
注
意
喚
起

を
行
う
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

投
棄
し
た
国
が
判
明
し
た
場
合
は
国
同

士
の
問
題
で
も
あ
り
、
県
や
国
に
も
強
く

訴
え
て
い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

■
環
境
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
環
境
王
国
）
か
ら

の
脱
退
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
10
月
に
「
環
境
王
国
」
に
認

定
さ
れ
、
里
山
地
域
発
展
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
特
に
木
場
潟
は
全
国
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
、「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
今
回
、
更

な
る
農
業
者
の
所
得
向
上
の
実
現
に
向
け
、

よ
り
実
践
的
な
活
動
に
取
り
組
む
「
農
村

文
明
創
生
日
本
塾
」
へ
加
入
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

脱
退
前
に
、
地
元
農
業
へ
の
影
響
の
精

査
を
す
べ
き
、
２
つ
の
団
体
を
並
行
加
入

し
て
は
ど
う
か
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の

は
良
い
こ
と
、
前
進
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
案
件
に
つ
い
て
、
担
当

部
署
の
事
前
の
説
明
が
な
か
っ
た
た
め
、

今
後
、
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
の
丁
寧
な

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

委
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長

灰
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員
長

梅
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利
和
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員

新
田　

寛
之

〃
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片
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小松基地・空港対策
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長
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岡
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〃
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〃
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崎　
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経済建設



議会だより 204号23

◆3月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（12件）

第 3 号 令和４年度小松市国民健康保険事業特別会計予算 可決

第 5 号 令和４年度小松市公債管理特別会計予算 〃

第 6 号 令和４年度小松市産業団地事業特別会計予算 〃

第 8 号 令和４年度小松市水道事業会計予算 〃

第 9 号 令和４年度小松市下水道事業会計予算 〃

第10号 令和４年度国民健康保険小松市民病院事業会計予算 〃

第11号 令和３年度小松市一般会計補正予算（第７号） 〃

第12号 令和３年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

第13号 令和３年度小松市公債管理特別会計補正予算（第２号） 〃

第14号 令和３年度小松市産業団地事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第15号 令和３年度小松市下水道事業会計補正予算（第３号） 〃

第16号 令和３年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第３号） 〃

条例案

（8件）

第17号 小松市部設置条例の一部を改正する条例について 〃

第18号 西尾地区滞在交流施設条例について 〃

第19号 小松市墓地等の設置及び管理等に関する条例について 〃

第21号 小松市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について 〃

第22号 小松市土地開発基金条例の一部を改正する条例について 〃

第23号 小松市温泉施設整備基金条例の一部を改正する条例について 〃

第24号 小松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〃

第25号 小松市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案

（7件）

第26号 財産の取得について 〃

第27号 市道路線の廃止について 〃

第28号 市道路線の変更について 〃

第29号 損害賠償の額を定めることについて 〃

第30号 指定管理者の指定の変更について 〃

第31号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 〃

第32号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議員提出議案

（4件）

第 1 号 ロシアのウクライナからの即時撤退を求める決議 可決

第 2 号 小松市議会委員会条例の一部を改正する条例について 〃

第 3 号 保育士等の配置基準及び地域区分の見直し等を求める意見書 〃

第 4 号 漁業の持続的な成長に向けた政策の強化を求める意見書 〃

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ
こまつの

未来
無会派

議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

杉
林
　
憲
治

表
　
　
靖
二

宮
川
　
吉
男

高
野
　
哲
郎

梅
田
　
利
和

新
田
　
寛
之

東
　
　
浩
一

岡
山
　
晃
宏

竹
田
　
良
平

宮
西
　
健
吉

川
崎
　
順
次

円
地
　
仁
志

吉
村
　
範
明

二
木
　
　
攻

出
戸
　
清
克

吉
田
　
寛
治

橋
本
　
米
子

片
山
瞬
次
郎

木
下
　
裕
介

南
藤
　
陽
一

予算案

（3件）

第2号　令和4年度小松市一般会
計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可
決

第4号　令和4年度小松市介護保
険事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可
決

第7号　令和４年度小松市後期高
齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可
決

条例案

（1件）

第20号　小松市一般職の職員の
給与に関する条例等の一部を改正
する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可
決

※吉本慎太郎議長、南藤陽一副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。
※吉本慎太郎議長は、採決には加わりません。
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議会だより有料広告の募集
　　　　　　　　　を行なっています。

○１型 46mm×88mm

○２型 46mm×176mm

ご希望の方は小松市議会事務局まで

お問い合わせください。

　

不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

　

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●5月14日㈯ ●6月18日㈯ ９時～11時30分　会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

日 月 火 水 木 金 土

予 定 6月定例会の日程

5/29
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12

19

26

2

9

16

23

30

4
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25
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31

7

14

21

28

3
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17

24

7/1

6/1

8

15

22

29

30

6

13

20

27

※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市

イメージキャラクター

カブッキー

要チ
ェ
ッ
ク
！

予算決算常任委員会
総括質疑

常任委員会（分科会）

議会運営委員会

本会議（閉会）

本会議（開会）

一般質問 一般質問議会運営委員会

特別委員会
常任委員会

（分科会）

常任委員会
（分科会）
特別委員会

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載

予算決算

常任委員会

６月２日には

市長による提案説明、

６月９・１０日には

市政に対する一般質問、

６月１７日には

予算案等への質疑、

６月２４日には

委員長報告等が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が行われます

のでぜひご覧ください。

　いつも議会だよりをご覧頂きましてありがとうございます。
　議会だより編集委員会は、議会の内容をお知らせするだけでなく、
市民の皆様にとって議会が身近に感じてもらえるよう委員一同、意
見を交わしておりますが、全ての内容を掲載することが出来なかっ
たり、難しい言葉があったりと、皆様にとって分かりやすい内容か
というとまだ課題があると思います。是非皆様のご意見を賜ります

ようお願い申し上げます。
　また、小松市議会のＨＰでも議事録や動画配信など様々な情報が掲載されてい
ますのでご覧ください。
　終わりに、今議会ではロシアのウクライナ侵攻に対して、「ロシアのウクライナ
からの即時撤退を求める決議」を可決しました。早期の終結と世界平和を切にお
祈り申し上げます。 (岡山　晃宏)

議会だより編集委員会

委員長　　東　　浩一

副委員長　岡山　晃宏

委　員　　竹田　良平

　　　　　吉田　寛治

　　　　　木下　裕介

吉村　範明

編 集 後 記


